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１　統計データについて
（１）概況　（表１参照）
平成 25 年 3 月時点でデータ更新があった 41 項
目のうち、27 項目（66％）で数値が改善しました。
全国平均以上のものは昨年度と同様に 32 項目で、
ベスト 5以内のものが 2項目増えて 15 項目とな
りました。また、自殺者数（人口 10 万人当たり［速
報値］）が全国最少となり、水洗化普及率がベス
ト 5に入り、街頭犯罪認知件数（人口 10 万人当
たり［速報値］）がワースト５から脱するなど、
統計データの概況としては、概ね改善傾向にある
と評価することができます。

（２）主な指標の分析結果
平均救急搬送時間については、平成 22 年が
30.3 分（全国 7 位）でしたが、平成 23 年には
31.9 分（全国 10 位）と後退しました。これは、
高齢化の進展や救急利用の意識変化などによる救
急出場件数の増加に加え、受入医療機関の選定が
困難である事案が増加していることなどが要因と
推察され、全国平均値も年々、時間数が増加して
います。引き続き、適正な救急利用の意識啓発、
地域での消防と救急の連携強化や救急医療提供体
制の充実に向けた取り組みが必要であると言えま
す。

街頭犯罪認知件数については、平成 23 年が
668 件（全国 43 位、ワースト 5 位）でしたが、
平成 24 年には 565 件（全国 41 位）と改善しまし
た。これは、パトロールの強化や地域ぐるみの防
犯活動の取組などを継続して実施してきたことに
より、減少傾向を辿ってきた結果、全国ワースト
5から脱しましたが、まだ全国順位は低位である
ことから、先の取組などの継続実施が必要である
と言えます。

２　京都府民の意識調査について
（１）概況　（表2参照）
平成 24 年度の京都府民の意識調査結果（平成
25 年 1 月実施）については、平成 23 年度の調査
結果（平成 24 年 1 月）と比較すると、全 39 項目
のうち集計値が上昇したものは 9項目（23％）で
したが、集計値が大きく変化したものはなく設問
ごとの回答状況は概ね一致しており、全体として
ほぼ横ばいとなりました。集計値が最も高かった
項目は子育てに喜びややりがいを感じていると思
う人の割合で 93％、逆に、最も低かった項目は
着物を着用している人の割合で8％でした。なお、
これからも京都府に住み続けたいと思う人の割合
は 91％でした。

京都府では、府政の指針である「明日の京都」に掲げた約 300 の施策指標に基づき、府が実施する施策・
事業の成果を測定し、「明日の京都」を推進することとしていますが、こうした施策指標の達成が「府民の
しあわせの実感」という「明日の京都」の本質的な目標に適っているかどうかを点検するための手段として、
こうした施策指標とは別に、府民の意識や満足感なども取り入れた「京都指標」を設定しています。「京都
指標」は 43 項目の統計データと 39 項目の京都府民の意識調査の結果で構成していますが、最新の集計・分
析結果の概要につきましては、次のとおりです。

平成 24年度京都府民の意識調査など京都指標の集計結果
府計画推進課
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（２）主な指標の分析結果
規則正しい食事や運動など、健康づくりに取り
組んでいる人の割合は、70％から 68％と、平成
23 年度に比べ 2ポイント低下しました。年代別
に見ると、20 代が 51％と特に低く、高齢者より

も若い世代の健康づくりが課題であると言えま
す。また、統計データの第１号被保険者の要介護
認定者割合もやや上昇傾向にあり、この点からも
若い頃から健康づくり対策が重要であると言えま
す。（図 1参照）

最寄りの診療機関またはかかりつけ医へ行くた
めの交通手段が十分に整っていると思う人の割合
は 68％で、平成 23 年度と同じ割合でした。地域
別に見ると、京都市では 80％の人が「整っている」

と感じていますが、南丹・中丹・丹後地域では
36 ～ 42％と地域差が大きく、医療分野の課題の
一つとして地方部におけるアクセスの改善が挙げ
られます。（図 2参照）

地域の防犯または防災活動に取り組んでいる人
の割合は、26％から 22％と、低率な上、平成 23
年度に比べ 4ポイントも低下するなど、早くも過
去の自然災害による甚大な被害発生の記憶の風化

等が懸念されます。地域別に見ると、丹後地域の
35％に対し、山城地域が 14％と地域差もあり、
地域ごとのきめ細かな対応が必要であると言えま
す。（図 3参照）

図１　規則正しい食事や運動など、健康づくりに取り組んでいる人の割合 （単位：％）

図２　最寄りの診療機関またはかかりつけ医へ行くための交通手段が十分に整っていると思う人の割合
 （単位：％）
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地域に就業・交通・医療・教育などの定住に必
要な基盤が整備されていると思う人の割合は、
74％から 76％と、平成 23 年度に比べ 2ポイント
上昇しています。地域別に見ると、京都市が
87％と高率である一方、丹後地域は 38％と京都

市の半分以下の水準でした。また、地域に芸術文
化の活動や鑑賞の場が整備されていると思う人の
割合も、京都市と南丹・丹後地域では 40 ポイン
ト以上の差があり、バランスのとれた社会基盤の
整備が必要であると言えます。（図 4、図 5参照）

図３　地域の防犯または防災活動に取り組んでいる人の割合 （単位：％）

図４　地域に就業・交通・医療・教育などの定住に必要な基盤が整備されていると思う人の割合 （単位：％）

図５　地域に芸術文化の活動や鑑賞の場が整備されていると思う人の割合 （単位：％）
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（３）参考（平成24年度調査の概要）
（対象）府内在住の満 20 歳以上の府民 4,100 人

市町村ごとに住民基本台帳から無作為抽
出（性別・年齢の 2階層考慮）

（方法）郵送による無記名アンケート型式
（回収） 1,800 通（回収率：44.4％［あて先不明等

による送達不能 48 通を除く。］）

３　「京都指標」の活用について
これらの「京都指標」の調査結果につきまして
は、「明日の京都」実施状況を取りまとめた報告
書である「ベンチマークレポート」における重点
課題の抽出、平成 26 年度予算編成等において活
用する予定です。

地域の祭りや伝統行事に参画している人の割合
は、45％から 43％と、平成 23 年度に比べ 2ポイ
ント低下しています。地域別に見ると、南丹・中
丹・丹後地域では平均を 15 ポイント以上も上回
る一方、山城地域・京都市では 39 ～ 40％と地域

間の差が大きく、南北格差を示しています。府内
各地における伝統文化の継承と活発化は重要な事
項ですので、それぞれの地域の特性に応じた文化
振興が必要であると言えます。（図 6参照）

図６　地域の祭りや伝統行事に参加している人の割合 （単位：％）
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